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『風

流
線
』
の

一
考

察

ー

巨
山
五
太
夫
の
モ
デ

ル
に
つ
い
て

秋

山

稔

 

『
風
流
線
』
(
「
国
民
新
聞
」
明
36

・
10

・
24
～
明
37

・
3

・
12
)
は
、
そ

の

続
篇

で
あ

る

『続

風
流
線
』
(
同
、

明
37

・
5

・
29
～
10

・
5
)
と
併
せ

て

泉

鏡
花

の
最
大

の
長
篇

小
説

で
あ

る

(
以
下
、
続
篇
も
含
め
て

『
風
流
線
』
と
呼

ぶ
)
。
鏡
花

の
郷
里
で
あ

る
金
沢
及
び
そ

の
周
辺
、
殊

に
手
取
川
流
域
を

舞

台

と
し
て
、
波
瀾
に
充

ち
た
展
開
を
示
す

こ
の
作
品

の
主
筋

は
、
北
陸
線

の
鉄
道

工
事
監
督
技
師
水

上
規
矩
夫
と
友
人

の
哲
学
者
村
岡
不
二
太

の
率

い
る

「
風
流

組
」
な

る
、
叛
骨
精
神
を
持

っ
た
工
夫

の
特
異
な
集
団
が
、
貧
民
救
済
を
名

目

と
し
て
私
腹
を
肥

や
す
偽
善
者
、

巨
山

五
太
夫
と
そ

の
取
り
巻
き

に
反
抗
を
挑

む
点

に
あ

る
。
小
稿
は
、

こ
の
よ
う
な
作
中

の

〈
悪
〉

を
体
現
す
る
と

い

っ
て

良
い
巨
山
五
太
夫

の

モ
デ

ル
及
び

『
風
流
線
』

の
執
筆
契
機

に

つ
い
て
考
察

を

加
え

る
も

の
で
あ

る
。

1

 
年
配
四
十
有
余
、
商

と
も
見
え
ず
、

工
と
も
見
え
ず
、
農
と
も
見
え
な

い
、
面
に
大
人

の
風
あ

つ
て
、
身
装
は
山
家

を
其
ま

玉
の
、
雑
と
是
村
夫

子
。
(
岩
波
版

『
鏡
花
全
集
』
巻

八
。
以
下
鏡
花
作

の
引
用
は
、
岩
波
版
全
集

 
 

に
よ
る
㌔

 

『
風
流
線

』
冒
頭

に
登
場
す
る
巨
山

五
太
夫

の
外
貌
で
あ

る
。

そ

の

巨

山

は
、
「
城
下
に
、
貧
窮
人

の
、
お
救
小
屋

を
立

て
て
お
在
な
さ
る
」

「
篤
志

の
大

慈
善
家
」
と
し
て
周
囲

か
ら
も
て
は
や
さ
れ

て
い
る

の
だ
が
、

こ
れ
以
前

に
、

同

じ
金
沢
及
び
周
辺
を
舞
台
と
し
た
作
品

『
湖

の
ほ
と
り
』

(「
新

小
説
」

明
32

・
4
)

の
中

で
、
鏡
花
は

「
浦
島

の
殿
様
」
と

い
う
人
物

を
次

の
よ
う
に
描

い

て
い
る
。

 
 
 
国
内
随

一
の
大
長
老
で
、

且

つ
徳
望
家
で
、
又
未
曽
有

の
慈

善
者

で
、

 
 
あ
ら
ゆ
る
乞
食
を
救
済
し
て
、
之

を
養

ふ
者
数
を
知
ら
ず

、
城
北

の
野

に

 
 
罎
屋
八
十

六
棟
を
有
し
て
、
養
育
院
と
称

へ
て
あ
る
。

 
 

(
『鏡
花

全
集
』
巻
五
)

 
両
者
共
、
困
窮
老
を
施
設
に
収
容

し
、
救
養
し
て

い
る
点

に
お

い

て

共

通

し
、
浦
島
は
巨
山

の
先
躍
と
み
て
良

い
。
明
治
期

の
金
沢
に
お

い
て
、
こ

の
よ

う
な
慈
善
活
動
を
行
な

っ
た
人
物

と
し

て
指
摘
で
き
る

の
は
、

小
野
太
三
郎

で

あ
る
。
 
『
金
沢
墓
誌
』
(
和
田
文
次
郎
編
、
加
越
能
史

談

会
、

大
8

・
6
)
に

は
、
 
 
 
太

三
郎
人
と
な
り
温
良
恭
謙
慈
愛

の
心
厚

し
廃
藩

の
際
盲
者

二
十
余
人

  11



 
 
を
己

の
家
に
収
養
し
後
家
屋

六
棟
を
購

ひ
窮
民

二
百
余
人
を
収
養
し
之
と

 
 
衣
食
を
共

に
し
独
立
経
営
し
遂

に
藍
綬
褒
章
を
賜
は
る
財
団
法
人
小
野
慈

 
 
善
院
新
に
成

る
に
及
び
推
さ
れ
て
其
院
長
と
な
る
明
治

四
十
五
年
四
月
残

 
 
 
 
 

 

(1
)

 
 
す
享
年
六
十
七

 
 

(
「
宝
円
寺
」

の
項
。
俵
屋
宗
達
も
同
寺

に
眠

る
と

い
う
)

と
あ

る
。
又
、
 
『
金
沢
市
史

』
現
代
編
下
巻

(
同
市
刊
、
昭

姐

・
5
)
収
載

の

略
歴
を
引
け
ば
、
以
下

の
如
く
で
あ
る
。

 
天
保

二

・
一
・
一
五

 
 
金
沢
市
中
堀
川
町

三

一
番
地
に
生
れ
る
。

嘉
永
五

 
 
藩

の
小
者

に
採
用

さ
れ
扶
持
米
七
合
を
う
け

る
。

 
 

(維
新
時
)
 

古
着
商
を
営
む
。

 
元
治
元

 
 
自
宅
を
困
窮
者

の
た
め
に
解
放
す

る
。

明
治
六

 

木

ノ
新
保

に
家
を
求
め
困
窮
者

を
収
容
す
る
。

明
治

=

一

 

彦

三
二
番

丁
七
に
再
び
家
を
購
入
し
困
窮

者
を
収
容
す

る
。

明
治

一
八

・
二

 

藍
綬
褒
章

を
う
け
る
。

明
治
三
九

・
一
〇

 

財
団
法
人
小
野
慈
善
院

の
理
事
と
な
る
。

明
治
四
五

・
四

・
五

 

七
三
歳

で
死
去
。

以
上

の
墓
誌
及
び
略
歴
に
よ

っ
て
、
小
野
太
三
郎

が

『
湖

の
ほ
と
り
』

の
浦

島
、
 
『
風
流
線

』
の
巨
山

五
太
夫

の
モ
デ

ル
で
あ
る
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
の
で

あ

る
。

 

管
見

に
よ
れ
ぽ
、
小
野
太
三
郎
に
関

す
る
主
要

な
文
献

に
は
、

 

ω

『
小
野
君
慈
善
録
』
(
和
田
文
次
郎
輯
、
共
潤
会
発
免
、
明
23

・
8
)

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

(2
)

 

②

「貧

天
地
主
小
野
太
三
郎
氏
」

(荘
司
生

「
北
国

新

聞
」
明
28

・
9

・
10

 
 

～
15
、
17
)

 

㈲

「北
陸

の
慈
善
家
」
(
天
涯
荘

々
生

「
毎

日

新

聞
」
明
30

・
6

・
25
、

26

 
 

 

『
日
本

の
下
層
社
会
』
教
文
館
、
明
32

・
4
所
収
)

ω

『槻
北
国
人
物
志
』
初
編

(北
光
社
編
輯

和
田
文
次
郎
発
行

器

・

 
 

7
)

が
あ
る
。
ω
は
、 

「慈
善

ヲ
奨
励

シ
、
徳
行

ヲ
表
彰

ス
ル
ヲ
以

テ

目

的

ト

為

ス
」
共
潤
会
が
、
記
者

の
和

田
文
次
郎

に
委
嘱
し

て
小
野
太
三
郎

の
履
歴
と
貧

民
救
養

の
実
態
を
詳
述
し
た
も

の
。
②

は
、
前

々
年
に
刊
行

さ
れ
て
評

判
を

よ

ん
だ
都
市
下
層
民

の
ル
ポ

ル
タ
ー
ジ

ュ
、
桜

田
大
我

『
貧
天
地
鱗

寒

窟

探

捻

記
』
や
松
原
岩

五
郎

『最
暗
黒

の
東
京
』
等

に
促
さ
れ
た
と
推
測
さ
れ

る
小
野

太

三
郎
訪
問

の
連
載
記
事
。
③

の
み
が

地
元
金
沢
以
外

の
文
献

で
、
天
涯
荘

々

生

こ
と
横
山
源
之
助
が
滞
在
先

の
金
沢

で

「
加
州

の
三
人
物
」

の

一
人
と
し

て

「
金
沢
人

に
し
て
知

事
の
名
を
知
ら
ざ
る
者
あ
る
も
小
野
氏

の
名
を
知
ら
ざ
る

も

の
な
し
」
と
聞

い
て
興
味
を
抱
き
、
そ

の
居
所
を
訪

ね
た
記
事
。
上
下

二
章

か
ら
な
り
、
前
半

で
は
ω

に
よ

っ
て
小
野
太
三
郎

の
閲
歴
を
記
し
、
後
半
で
は

慈
善

事
業

の
概
要
を
記

し
て
い
る
。
ω
は
、
百
八
十
余
名

の
石
川
県
内
各
界

の

知
名

人
士

の
略
歴
を
収

め
た
書

の

一
節
。
発
行
者

の
和

田
文
次
郎

は
ω

の
執
筆

者
で
も
あ
り
、
実
質
的

に
は
ω

の
ダ

イ
ジ

ェ
ス
ト
に
明
治

三
十

六
年
現
在

の
状

況
を
若
干
加
筆
し
た
も

の
で
あ

る
。
以
上

の
文
献
に
よ

っ
て
、
小
野
太

三
郎

の

慈
善
事
業

に
つ
い
て
検
討
す
れ
ぽ
、
そ

の
実
態
は
次
の
よ
う

に
整
理
さ
れ
る
。

一41一



 
小
野
太
三
郎

の
収
容
施
設
は
、
「
小
野
救
養
場
」
(ω

で
は

「
小
野
慈
善
院
」
)

と
呼
ぼ
れ
、
彦

三
二
番
丁

(
二
棟
)
、
木

ノ
新
保
、
堀
川
開

ノ
町
、
石
屋

小

路

各

一
棟

の
六
ケ
所

七
棟
存
し
た
。
②

に
よ
れ
ぽ
、
炊
事
場
、
陶
器
製
造

場
、
木

綿
機
織
∵

糸
操
、
裁
縫

の
四

つ
の

「
工
場
」
が
あ
り
、
裏
手

に

は
、
頻

死

の

「
流
行
病
患
者
」

を
収
容
す
る
小
屋
が
あ

っ
た
。
収
容
人
員
は
、
ω

二
百
四
十

有
余
名
、
②
百

八
十
名
、
③
六
百
四
十
余

名
、
ω

二
百
五
十
余
名
と
な

っ
て
い

る
。
㈲
が
際
立

っ
て
多

い
が
、
前
引

『
金
沢
市
史
』
に
よ
れ
ば
、
明
治
三
十

三

年
が

二
百
二
十

七
名

で
あ
る

こ
と
か
ら
、
直
接
収
容
す

る
者

の
他
に

「
其

の
家

に
在
り
て
、

日

々
幾
分

の
補
給
、
又
は
全
部

の
謄
給
を
君
に
仰
ぎ
て
、
以
て
生

活
し

つ
玉
あ

る
も

の
」
(
ω

に
よ
る
)
を
含

め
た
人
数
と
考
え
ら
れ
る
。

収

容

者

の
出
身
地
は
県
内
外
各
地

に
渉
り
、
そ

の
七
八
割
は
老
幼
者

で
、
身
寄
り
の

な
い
者

・
癒

癩
病
者

・
出
獄
人
、
さ
ら
に
は

一
夜

の
宿
を
求
め
る
巡
礼
六
部
も

あ

っ
た
。
又
、
収
容
者
で
労
働
可
能
な
者
は
、
人
足

・
車
夫

・
按
摩

・
機
織

・

養
蚕

・
大
工

・
陶
器
作

り
の
他
、
煙
草

・
飴
菓

子

・
八
百
物

・
玩
具

を
行
商
し

た
り
、
笠
紐
縫
や
肥
料
売
買

に
従
事
し
、
十
五
～
五
十
銭

の
日
当

を
与
え
ら
れ

た
。

救
養
場

に
は

「
一
ト
小
屋
」
ご

と
に
取
締
人
が
置

か
れ
、
入
所
希
望
者
か

ら
事
情

を
聞

い
て
可
否
を
決
め
る
他
、
諸
物
品

の
保
管
、
救
養
者

の
監
督
、
特

に
就

業
者
が
帰

る
度
に
所
持
品

を
調
査

し
疑
問
点
を
糺

し
て
太
三
郎

に
報
告
す

る

こ
と
、
各
自

へ
の
報
酬
を
毎
日
調

べ
て
人
別
帳
に
記
載

し
、
金
銭
と
共

に
太

三
郎

に
届

け
る
こ
と
や
病
人

の
看
護
等

に
あ
た

っ
た
。
又
、
報
酬

の

一
割

に

一

人

一
律

二
厘
を
加
え
た
金
額
を
貯

金
し
て
衣
料
費
と
自
立
資
金
と
し
、
他
は
食

料
費
と
し
た
。
食
料
は
、
当
初
は

「
常
人

の
食
」
で
あ

っ
た
が
、
米
価

の
騰
貴

し
た
明
治

二
十

二
三
年
以
後
は
、
金

沢
衛
戌
連
隊

の

「残
肴
酸
飯
」

の
払
い
下

げ
を
う
け
た

「
濃
粥
」

で
、
後

年
ω

に
至
る
と
監
獄
署

の
残
飯
と
南
京
米
が
加

え
ら
れ
て
い
る
o

 

な
お
、
②
は
、
救
養
場
は
東
京

の
万
年
町
や
大
阪
の
松
島
町

の
よ
う
な
市
街

地

の
中

で
は
な
く
、 

「
金
沢
市
街

の
北
端

に
偏
し
」
林
檎

.
梅

.
桑
等

の
樹

木

が
植

え
ら
れ
、
小
屋

の
間

に
は
畑

が
あ

っ
て
衛
生
上
の
好
位
置

に

あ

る

と

い

う
。

し
か
し
、
実
際

に
は
、
救
養
費
は

「
氏

の
所
有
な
る
千
歩
ば

か

り

の

田

畝
」

か
ら
の
収

入
と

「
健
全
な
る
被
養
者
が
労
働
し
て
得

た
る
額
」

の
幾
分
か

の
み
で
、
「
時

々
同
感
者

よ
り
得
る
特
志

に
よ
り
て
僅

に

一
日
を
支
ゆ

る
の
み
」

と
い
う
経
済
的
基
盤

の
弱
さ
か
ら
、
 
「
常

に
有
り
合
せ
の
濫
襖
」
を

ま
と

っ
た

収

容
者

の
生
活
環
境
は
、
す
で
に
ω

の
明
治

二
十
三
年

の
段
階

か
ら

「
随
隆

に

し
て
櫓
壊

れ
て
月
敗
床
を
照
ら
し
庭

荒
れ
て
蛇
破
壁
に
栖

み
」
と

い
う
状
態

で

 

(3
)

あ

っ
た
Q
②

の
荘
司
生
が
、

 

 
 
揃

は
ぬ
下
駄

に
肩

ぬ
け
た
る
単
衣
着

て
貧
乏
徳
利

の
大

な
る
を
提
げ

て

 

 
醤

油
買
に
飛
出

で
た
る
、
瓢
箪
形
り
に
成

っ
て
車
井

の
水
酌

め
る
、
数
百

 

 

の
沢
庵
を
相
手
に
桶
中

に
合
戦
す
る
女
共
、
大
竈

の
前
に
粗
朶

く
ぶ
る
男

 

 

の
顔
炭
団

よ
り
も
黒

く
、
塵
運
ぶ
男
顎

下
に
仮
り

の
髪
を
垂
る

玉

と

い
う

よ
う

に
描
く
救
養
者

の
生
活
は
、
桜
田
大
我
や
松
原
岩

五
郎

の
記
す
都

市
下
層
民

の
そ
れ
と
さ
ほ
ど
隔

っ
た
も

の
で
は
な
い
。

 

小
野
救
養
場

に
関
す
る
右

の
整
理
、
小
野
太
三
郎

の
人
と
な
り
そ

の
他

四
文

献

の
記
す
所
と
、 

『
風
流
線
』

と
の
照
応
を
辿
り
、
摂
取

の
実

態
を
検
証
す
れ

ぽ
以
下

の
よ
う

に
な
る
。

 

ま
ず
、
本
章

の
は
じ
め
に
引
用

し
た
巨
山
五
太
夫

の

「
大
人

の

風

あ

る
」

「
山
家

を
其

ま
エ
の
」
 
「
村
夫
子
」

と
い
う
外
貌
に

つ
い
て
で
あ

る
。
㈲
で
は

横
山
源
之
助

の
前

に
現
れ
た
藍
綬
褒
章
受
賞
者

の
風
采
を
、

 

 
 
跣
足

に
て
汚
れ
た
る
短
き
股
引

に
、
同
じ
く
汚
れ

た
る
襯
衣

一
枚

の

一

 

 
野
夫

と
記
し
て
い
る
。
ω

に
も

「
識
ら
ざ

る
も

の
往

々
誤

て
愴
夫
野
人
と
な
す
」
と
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あ
り
、
同
じ
ω

の

「
君
の
人
と
な
り

(中

略
)
隠
然
長
者

の
風
あ
り
」

を
付

加

す
れ
ぽ
、

五
太
夫

の
外
貌

と
重
な
る
も

の
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な

い
。

②

で
は

「
倣
衣
垢
裳
」

と
述

べ
る
が
、
そ

こ
ま
で
の
姿
は
五
太
夫

に
は
な
く
、

そ
の
点
で
は
外
見
上
の
美
化
が
な
さ
れ
て
い
る
。
又
、
さ
ら
に
具

体

的

に

は

「
身
体

の
小
さ
な
、
小
肥

の
緒
ら
顔
で
、
五
分
刈
、
白
髪
ま
じ
り

(中
略
)
帯

の

下

の
太

ッ
腹

、
素
足

に
穿

い
た
藁
草
履

で
、
地
か
ら
生
え
た
や
う

に
つ

い
と
極

め
た
」
巨
山
五
太
夫

の
姿
は
、
ω

の
巻
頭
に
掲
げ

ら
れ
た
小
野
太

三
郎

の
肖
像

(
第

三
回
内
国
勧
業
博
覧
会

に
出
品
)
や

「
広
類
大
耳
、
頬
音
に
し
て
唇
豊
、

眼

は
曽

て
障
を
疾
み
た
る
を
以

て
燗

々
た
る
を
見
ず
」
 
(
ω
に
よ
る
)

か
ら
直

接
伺

い
知
る
こ
と
は

で
き
な

い
。

 
巨
山
が
、
 
「
平
生
自
分
自
ら
も
、
小
屋

の
貧
民
と
同
様
な
も

の
を
食

つ
て
、

起
居
を

一
ツ
に
せ
ら
る
玉
」
点
は
、
前
に
引

い
た

『
金
沢
墓
誌
』

の

「
窮
民

二

百
余
人
を
収
養
し
之

と
衣
食

を
共

に
し
」
に
合
致
す

る
こ
と
は
明
ら
か
だ
が
、

巨
山
が
営
む
お
救
小
屋

は
作
中

の
記
述
を
ま
と
め
る
と
次

の
よ
う

に
描
か
れ
て

い
る
。

 

お
救
小
屋
に
収
容

さ
れ

た
困
窮

人
は
、
 
「
皆

そ
れ
ぞ
れ
勤
」

を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な

い
。
そ

の
職
種

は
、
左
官

・
大
工

・
草
刈

・
日
庸

の
他
、
九
谷
焼

の
絵

付
が
あ
り
、 

「
小
屋

か
ら
出
ま
す
商

人
」

と
い
う

一
節
に
伺

え
る
よ
う
に
行

商

が
あ
り
、
さ
ら
に
女

は
、
巨
山
夫
人
美
樹
子

の
実
家

の
経
営
す

る
製
糸
場

へ
通

う
。
又
、
各
自

の
仕

事
先

ま
で
監
視

に
来
る

「
お
小
屋
づ
き

の
役
人
」
が
置
か

れ
、
賃
金
は

「
係
り

の
役
人
」

へ
差
し
出
し

「
悉
皆
巨
山
が
取
上
げ

る
」

こ
と

に
な

っ
て

い
る
。
食

事
は
、

「
兵
隊
屋
敷

の
残
飯

を
買
込
ん
で
」
作

っ
た

「
ど

ろ
ど

ろ
の
粥
」
で
、

不
始
末
が
露
顕
す

る
と
削
減
さ
れ

る
の
で
、 

「宛
然
活
き

な
が
ら
地
獄

の
境
界
、
今
時

の
懲
役
同
様
」

で
あ
る
。

 
幾
分

か
の
脚
色
と
誇
張
は
み
ら
れ

る
も

の
の
、
そ
の
裡

に
か

い
ま
み
ら
れ

る

就

業
者

の
職
種

・
収
容
者

を
監
視
監
督
す
る
者
の
存
在

・
賃

金

の
処
理

・
食

事

等

に

つ
い
て
は
、
多
分

に
小
野
救
養
場

を
ふ
ま
え
て
い
る

の
で
あ
る
。
又
、
「
小

屋
も

の
と
見
れ
ぽ
汚
ら
は
し
さ
う

に
、
戸
外
で
逢
う

て
も
遠
く
か
ら
避
け
る
や

う

に
し
ま
す
」
と

い
う
収
容
者

に
対
す

る
い
わ
れ
な
き
偏
見
も
、
②

で
荘

司
生

が
、
 
 
 
震
日
余

の
小
野
氏

を
訪
問

せ
ん
と
す
る
や
、
袋
町
に
下

車
し
行
人

を
止

 
 

め
て
氏
が
住
所
の
方
向

を
問

ふ
、
告
ぐ
る
人
皆
先
づ
余

を
冷
視

し
嘲
笑

の

 
 
裡

に
教
示
す
る
こ
と
比

々
然
ら
ざ
る
は
な
し

と
指
摘
す
る

「
市
人
の
貧

天
地

に
対
す
る
感
情
」
を
別
扶

し
た
も

の
と
み
て
良

い
。

こ
の
他
、
警
部

長
十
時
猛
連
が

「
巨
山
と
共
謀

に
な

っ
て
貧
窮

人
で
も
乞

食

で
も
、
片
端
か
ら
お
救
小
屋

へ
掬
ひ
込
む
」
と

い
う

の
は
、
②

の

「警
察
署

も

(
中
略
)
時

々
始
末

の
付

か
ぬ
難
病
者
を
我
が
貧
天
地

の
厄

介

に

頼

ま

る

瓦
」
と

い
う
小
野
太
三
郎

の
言
や
収
容
者
に
出
獄
人
も
少
な
く
な

い
点
等

か
ら

伺

わ
れ
る
、
小
野
救
養
場
と
警
察
と

の
関
係
に
基
づ

い
て
い
る
も

の
と
み
ら
れ

る
。
さ
ら

に
、 

「
国
中

の
道
徳

の
亀
鑑

に
な

っ
て
居

る
巨
山
が
、
実

際
恐
し
い

人
非
人
」
で
あ
る
こ
と
を
暴
露
す
る

「
救
小
屋
非
人
控
」
に

つ
い
て
も
、
ω

に

い
う

「
君

ハ

『
貧
民
救
助
簿
』

と
題

し
た
る
簿
冊

=

一を
蔵
す
」
、
あ
る

い

は

②

の
記
者

の
見
た

「
元
治
頃
養
育

せ
し
貧
人

の
姓
名
薄
」
や
拝

見
を
所
望

せ
ん

と
し
て
遠
慮
し
た

「
日

々
の
出

入
薄

一
覧
」

の
い
ず
れ
か

の
存
在
が
知
ら
れ
て

い
た
と
推
測
さ
れ
る
。

 
又
、
巨
山

に
対
し
て
し
ぼ

し
ば

「
活
如
来
」
と
い
う
尊
称
が
用

い
ら
れ
て

い

る
が
、

こ
の
呼
称
は
、
例

え
ぽ
明
治
十

三
年
十
月
十

五
日
付

「
朝
野
新
聞
」

の

東

西
両
本
願
寺
大
教
正
が
金
沢

へ
下
向

す
る
旨
を
伝
え
た
雑
報

に

 
 
 
加
越
能

三
州

の
真
宗
信
者
は
生
如
来

を
拝
ま
ん
と
待

ち
居

る

(
傍
点
、

 
 
引
用
者
)
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と
あ
る
よ
う

に
、
本
願
寺
法
主

に
対
す
る
語

と
し
て
用

い
ら
れ

て
い
る
。
ω
及

び
㈲
に
よ
れ
ば
、
明
治
二
十
二
年

六
月
に
太
三
郎
は
東
本
願
寺
法
主
大
谷
光
勝

よ
り
親
染
和
讃

々
文
付
六
字
名
号

一
幅
を
、
又

そ
の
妻

に
は
黒
柿
菊
総
念
珠
を

贈
ら
れ
、
同
年
九
月
専
光
寺

で
の
窮
民
追
弔

会
に
こ
れ
を
展

示
し
、
金
沢

の
貴

顕
緒
紳
五
百
余
名

の
参
会
を
み
た
と

い
う
。

こ
の
よ
う
に
、
太

三
郎
と
法
主
と

の
結
び

つ
き

は
、
当
時
強

く
印
象
付
け
ら
れ
て
い
た

の
で
あ

り
、 

「
活
如
来
」

の
呼
び
名

は
、

こ
う
し
た
経
緯

に
起
因
し
て
付
会
さ
れ
た
も

の
と

考

え

ら

れ

る
。
付

言
す
れ
ば
、
鏡

花
戯
曲

の
秀
作

『
夜
叉
ケ
池
』
に
お
い
て

「
本
願
寺
派

の
坊
主
」

で
あ

る
山
沢
学
円
の
い
う
よ
う
に
越
前

か
ら
加
賀

に
か
け
て
の

一
帯

は

「真
宗
門
従

の
淵
源
地
」

で
あ

り
、
巨
山

の
別
荘
芙
蓉
館

の
あ

る
手
取
川
流

域

は
、
作
中
鉄
道
工
夫

の
集
団
が
十
時
ら
警
官
隊
と
対
峙
す

る
地
点

で
も
あ
る

が
、
か

つ
て
加
賀

一
国
を
支
配

し
た
門
従
衆

の
数

々
の
合
戦

の
舞
台

で
あ

っ
た

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(4
)

こ
と
に
も
留
意
す
る
ぺ
き
で
あ

ろ
う
。

 

そ

の
他
、
続
篇

に
お
い
て
特

に
鮮
明
に
巨
山
の
好
色
漢
と
し
て
の
裏
面
が
描

か
れ
る
わ
け

で
あ
る
が
、
ω

に
よ
れ
ぽ
、
太
三
郎

は
島
谷
仙
な
る
現
夫
人

の
前

に

「妻

を
迎

ふ
る
こ
と
実

に
七
人
」
で
あ

っ
た
。
 
「
皆
其
操
に
合

は
ず
、
醜
汚

を
言
と
な
し

て
去
」

っ
た
と
し
て
も
、
小
説
と
し
て
の
脚
色
を
加

え
る
時

に
こ

う
し
た
側
面

を
取
り
入
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
な

お
、
巨
山

は

「
た
と

ひ

情
が
仇

と
な

っ
て
、
身

が
八
裂

に
な
り
ま
せ
う
と
も
、
慈
善
事
業

は
止
め
ら
れ

ま
せ
ん
」
と
述

べ
て
い
る
が
、
そ
れ
が
作
中
で
は
偽
善
者

の
虚
言

だ

と

し

て

も
、
こ
こ
に
は
例
え
ば
明
治
初
期

の
石
川
県
知
事
内
田
清
風

の
日
記
の
明
治
十

一
年

の
項

に
い
う
、
救
援
米

の
寄
付
を
求
め
て
二
日
間
飲
ま
ず
食

わ
ず

で
県
庁

前
に
座

り
込

ん
だ
と

い
う

よ
う
な
、
慈
善

に
生
涯

を
費
し
た
太
三
郎

の
面
目
が

 
 
 
 
 
 
 
 
 

(5
)

写
さ
れ
て
い
る
と
み
ら
れ
る
Q

 

以
上

の
よ
う

に
、
小
野
太
三
郎

に
関
し
て
、
人
と
な
り
及
び
窮

民
収
容
施
設

を
中
心
と
し
た
記
述

に
お
い
て
、
 
『
風
流
線
』
の
巨
山
五
太
夫
と
多
く

の
点

で

照
応
が
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
従
来

モ
デ

ル
と
し
て
は
銭
屋
五
兵
衛

の
み
が
あ

げ
ら
れ

て
き
た
。
 
『
湖

の
ほ
と
り
』

に
お
い
て
は
、

五
兵
衛

の
名
が

み
ら
れ
、

「
八
田
潟
」
が
五
兵
衛

に
由
縁
あ
る
河
北
潟
を
想
起

さ
せ
る
点

か
ら
そ

の
面
影

を
否
定
で
き
な
い
と
し
て
も
、
如
上
の
よ
う
に
、
特

に

『
風
流
線
』

に
お
い
て

は
内
実
か
ら
み
る
限
り
、
小
野

太
三
郎

を
主
要
な

モ
デ

ル
と

し
て
考
え

る
べ
き

で
あ
る
。

 
し
か
し
、
 
『
風
流
線
』

に
は
太
三
郎

に

つ
い
て
伝

え
ら
れ

る
所

と
無
縁
あ

る

い
は
異
な
る
点
も
、
当
然

の
こ
と
な
が
ら
少
な
く
な
い
。
濫
褄
を
ま
と

っ
た
小

野
救
養
場

の
収
容
者
が
、

こ
れ
み
よ
が

し
に

「
博
愛
」

の
文
字

を
草
色

の
筒
袖

の
襟

に
染
め
て
い
る
と

い
う
記
載
は
、
太
三
郎
関
係

の
文
献

に
見

い
出
す

こ
と

は

で
き
な

い
。

こ
れ
は
、
 
「
風
流
組
」

の
工
夫

の
紺

地
に

「
風
」
又

は

「
流
」

と
青
く
抜

い
た
半

被
に
対
比
的
に
配

し
た
創
作
で
あ

る
。
巨
山

に
対
立
す

る
鉄

道

工
夫

に
し
て
も
、
③

に
救
養
場

の
就
業
者

に
つ
い
て

「
当
今
人
足

は
鉄
道

工

事

に
赴
け
る
者
多
く
」

と
記
し
て

い
る
よ
う

に
、
逆
に
小
野
太

三
郎

の
許

か
ら

工
事

の
人
足
を
出
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
又
、
巨
山
が
傾
斜

地
蔵

の
屋

根
や
山

宮
村
入

口
の
橋
を
寄
進

し
た
と

い
う
点

に
関
連
す
る
記
事
も
、

一
切
見

ら
れ

な

い
。
太

三
郎
自
身

は
、
家
屋

六
棟
を
購

入
し
た
明
治
十
二
年
頃

に

は

す

で

に

「
家
産
殆
ど
尽
く
」
状
態

で

「
聞
え
た
大
分
限
者
」
と

い
う

の
は
誇
張

で
あ
る
。

太

三
郎
夫
人
と
そ

の
実

家
に

つ
い
て
も
、
巨
山
夫
人
美
樹

子
と
重

な
る
点
は
皆

無

で
あ

る
。

こ
れ
ら

の
点
に

つ
い
て
は
、
他

の
モ
デ

ル
を
想
定

し
う

る
可
能
性

が
あ

る
が
、
後

考
に
よ
ら
ざ

る
を
得

な
い
。

 
次
章

に
お
い
て
は
、 

『
湖

の
ほ
と
り
』
を
含

め
て
、
小
野
太
三
郎
を

モ
デ

ル

と

し
た
作
品

の
執

筆
契
機

に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
と
す
る
。
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鏡
花
が
、
小
野
太

三
郎
を

モ
デ

ル
と
し
た
作
品

を
執
筆
し
た
最
大

の
き

っ
か

け
は
、
前

章
に
引

い
た
横
山
源
之
助

「
北
陸

の
慈
善
家
」

に
接
し
た
こ
と
で
あ

っ
た
と
推
測
さ
れ

る
。
 
『
日
本

の
下
層
社
会

』
が
刊
行

さ
れ
た

の
が
、 

『
湖

の

ほ
と
り
』

の
発
表
と
同
じ
明
治
三
十

二
年
四
月
で
あ

る
か
ら
、
鏡
花

は
、
源
之

助

の
記
事
を

「
毎
日
新
聞
」

の
初
出
で
読
ん
だ
こ
と
に
な
る
。 
「
北
陸

の
慈
善

家
」
は
、
明
治
三
十
年

に
阪
神
方
面

の
労
働
事
情

調
査

に
向
か
う
途
次
金
沢

に

滞
在
し
た
際

の
産
物

で
、
同
年
六
月

二
十
三
日
付

の

「
金
沢
瞥
見

記
」

に
続
く

連
載
記
事
の

一
つ
で
あ
る
。
当
時
横

山
源
之
助

は
、
松
原
岩
五
郎

に
続
く
下
層

社
会

の
ル
ポ

ル
タ
ー
ジ

ュ
作
家
と
し
て

の
地
位

を
確
立

し
、
天
涯
荘

々
生

の
記

 
 
 
 
 
 

(6
)

事
は

「
毎
日
の
呼
物
」

で
あ

っ
た
。
鏡

花
が
下
層
社
会

に
深

い
関

心
を
抱

い
て

い
た
こ
と
は
、
『
怪
語
』
『
夜
行
巡
査
』

の

一
節

の
他
、
松
原

の

『
最
暗
黒

の
東

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(7
)

京
』
を

『貧

民
倶
楽
部
』

に
取
り
入
れ
て

い
る

こ
と
に
も
明
ら
か
で
あ

る
。
鏡

花

と
同
じ
く
晩
年

の
樋

口

一
葉
と

の
交
流
を
持

つ

一
方

で
、
観
念
小
説
の
鋭

い

 
 
 
 
 
 

 
 
 

(8
)

批
判
者
で
も
あ

っ
た
源
之
助
が
、
故
郷
金
沢
を
採
り
上
げ
た

の
で
あ

る
か
ら
、

鏡
花
が

「
金
沢
瞥
見
記
」
以
下

の
連
載
記
事
に
目
を
向
け
た
可
能
性

は
、
か
な

り
高

い
と
考
え
て
良

い
。

 

「
北
陸

の
慈
善
家
」

に
お
い
て
源
之
助
は
、
太
三
郎

を

「
極

め
て
謙

譲
、
深

く
自
己
を
吹
聴
す

る
を
避
く

る
」
人
物
で
あ

っ
て
、 
「
紙

よ
り
薄
き
当
今

の
人

情
社
会

に
於

て

(
中
略
)
寛

に
異
数
」
で
あ
る
と
規
定

し
、
 
「
都
会

の
人

よ
、

記
臆
せ
よ
、
北
陸

の

一
大
慈
善
家
な
る
小
野

太
三
郎
氏
は
斯
く

の
如

き

人

な

り
」
と
結
ん
で

い
る
。

こ
う

し
た
観
点
か
ら
み
れ
ぽ
、
太

三
郎
は
ま
さ
に

『
風

流
線
』

で
巨
山
夫
人
美
樹
子
が
夫

に
望

む

「
国
中

の
道

徳
の
亀
鑑
」
以
外
の
何

者

で
も
な
い
。

し
か
し
、

こ
れ
と

『湖

の
億
と
り
』
で
後
作

の
水
上
規
矩
夫

に

相
当
す
る
畠
山
猛
が
加
賀

言
葉
を
中
傷

し
つ
つ

「
此
国

の
奴
等
、
 
(
中
略
)
僕

は
土
着

だ
け
れ
ど
も
、
大
嫌
だ
。
懸

に
障

る
」
と
言

っ
た
あ
と
、

 
 

 
浦

島
が
何
だ
、
畜

生
、
那

の
偽
善
者
が
何
だ
。
然

云
ふ
盲
目
だ
か
ら
駄

 
 

目
だ

つ
て
い
ふ
ん
だ
。

 
 

 
乞
食

を
養

つ
と
き
や
あ
、

慈
善

者
だ
と
思

つ
て
る
。
(
中
略
)
第

一
君
、

 
 
奴

に
三
舎
を
避
け
て
、
馬
車

に
敬
礼

し
な
け
れ
ば
、
市
民
が

一
致
し
て
知

 
 

事
を
追
出
し
兼
ね
な

い
人
望
だ
。

と

い
う
浦

島
及
び
金
沢
市
民

へ
の
怒
り
と

の
落
差
は
甚
大
で
あ

る
。
本
性
を
見

き
わ
め
え
な
い
意
味
で
用

い
ら
れ
て

い
る

「
盲
目
」
と
は
、
あ

る
い
は
、
横
山

源
之
助

に
も
向
け
ら
れ
て

い
た
か
も
し
れ
な
い
。
源
之
助

の
記
事

に
接
す
る
約

一
年
前

の
明
治

二
十
九
年

五
月

に
郷
里
か
ら
祖
母
と
弟
を
迎
え
、
金
沢

を
完
全

に
引
き
は
ら

っ
て
東
京
は
小
石
川
区
大
塚
に
居
を
構
え
て
い
た

鏡

花

に

と

っ

て
、
小
野

太
三
郎

は
、
源
之
助
と
は
全
く
異
な

っ
た
姿

に
映

じ
て
い
た
こ
と
は

ほ
ぼ
疑

い
な
い
の
で
あ

る
。

 

上
述

の
よ
う
に
、
太

三
郎

は
、
鏡
花

の
生
れ
た
明
治

六
年
に
木

ノ
新
保

で
窮

民
収
容
事
業
を
始

め
、
同
十

二
年

に
彦
三

二
番

丁
に
六
棟

の
家
屋

を
購

入
し
て

本
格
的
な
救
養
を
行
な

っ
た
の
で
あ

る
が
、
彦

三
二
番
丁
は
、
鏡

花
の
生

ま
れ

育

っ
た
下
新
町

の
ご
く
近
隣

(
下
新
町

に
続
く
上
新
町

の
向

い
が
彦

三
二
番

丁

で
あ
る
)
に
位
置
し
て
お
り
、
幼
少
期

か
ら
鏡
花

は

「
四
壁

薫

然
」
と

し

て

「
人

の
堪
え
ざ
る
と
こ
ろ
の
も

の
」
と

い
う

「小
野
救
養
場
」

の
実
態

を
知

っ

て
い
た
と
み
て
良
く
、

巨
山

五
太
夫

の
お
救
小
屋

に
そ
れ
が
反

映
さ
れ
て
い
る

こ
と
は
、
前
章

に
確
認
し
た
通
り

で
あ

る
。

こ
こ
で
、
小
野
太

三
郎
個
人
に

つ

い
て
藍
綬
褒
章
受
賞
後

の
記
事
を

『
小
野

君
慈
善
録
』

か
ら
拾
う
と
、
明
治
二

十

一
年

十
月
曹
洞
宗
僧
侶
が
大
乗
寺

で

「
小
野
救
養
場
」

の
窮
民
死
者
慈
善
追

弔

会
を
開
き
、
太

三
郎
は
百
余
名

の
収
容
者

を
率

い
て
赴

い
た
。
同

二
十

二
年
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二
月
共
潤
会

は
、
帝
国
憲
法
発
布
拝
賀
式
及
び
第

一
回
窮
民
賑
憧
会
、
小
野
太

三
郎
名
誉
表
彰
会
を
金
沢
市
公
会
堂
に
挙
行
し
た
。

四
月

に
は
曹
洞
宗
大
本
山

賜
紫
法
雲
普

蓋
禅
師
よ
り
本
山
紋
付

の
金
欄

打
舗

と
扇
子
が
、
又
六
月
に
は
東

本
願
寺
法
主

よ
り
六
字
名
号

一
幅
が
太
三
郎

に
贈

ら
れ

た
。
九
月
に
太
三
郎
が

専
光
寺
に
主
催

し
た
窮

民
死
老
追
弔

会

に
は
、
五
百
有
余
名

の
貴
顕
緒
紳
が
参

集
し
た
こ
と
は
す
で
に
述
べ
た
。
同
二
十
三
年

二
月
紀
元
節
に
共
潤
会

は
、
建

国

二
千
五
百
五
十
年
祝
賀
式
と
第

二
回
窮
民
賑
笹
会
を
金
沢
市
公

会

堂

に

開

き
、
太

三
郎

を
招

い
て
米

五
斗
と
拾
塵

車
二
輌
を
贈

っ
た
。
四
月
に
は
、
吉

田

好

二
撮
影
の
太

三
郎
の
肖
像
写
真
が
略
歴
を
添
え

て
上
野
で
開
会

し
た
第

三
回

内
国
勧
業
博
覧
会
に
出
品
さ
れ
た
。

六
月

に
は
、
船
越
衛
石
川
県
知
事
が
救
養

場
を
訪
問
し
、
家
屋
修
繕
費
十
五
円
を
贈

っ
た
。
七
月

に
設
立
さ
れ

た
共
立
慈

善
会
は
、
救
養
資
金
と
し
て
会
員

の
喜
捨
物
を
太

三
郎
に
贈

る
こ
と
に
決
定
し

た
等

々
I
l
と

い
う

よ
う
に
枚
挙
に
い
と
ま
が
な

い
程

に
、
太

三
郎

の
名
誉
と

人
望
を
証
明
す
る
記
事
が
存
す

る
。
特

に
、
金
沢
で

の
帝
国
憲
法
拝
賀
式
が
太

三
郎
の
名
誉
表
彰
会
を
兼
ね
て
い
た
こ
と
や
内
国
勧
業
博
覧
会

で
太

三
郎

の
紹

介
が
な
さ
れ
た
こ
と
等
は
、
そ
の
名
声
を
内
外
に
喧
伝
し
、
高

か
ら
し

め
た
に

相
違
な
い
Q
こ
れ
ら
の
記
載
か
ら
、
当
時

の
鏡
花

の
眼
に
映

じ
て
い
た

の
は
、

貧

民
救
済
と
引

き
か
え

に
倍
加
す

る
太

三
郎

の
名
誉

と
、
主
と

し
て

「
外
聞
」

と

「
世
間
体
」

か
ら
そ
れ
を
支

え
る
金
沢

の
貴

顕
緒

紳
の
姿

で
あ

っ
た
と
推
察

さ
れ
る

の
で
あ

る
。

 

こ
の
よ
う
に

「
小
野
救
養
場
」
が
脚
光
を
浴
び
た
背
景

に
は
、
明
治
十
七
年

六
月
以
後
、

ほ
ぼ
毎
年
鹿
鳴
館

で

「
婦
人
慈
善
会
」

が
開
催
さ
れ
、
貴
顕
紳
士

淑
女

の
間
で
慈
善

に
対
す
る
関

心
が
高
ま

っ
た
こ
と
の
他

に
、
明
治

二
十
二
三

年

の
天
候
不
順

に
よ
る
凶
作
で
米
価
が
急
騰
し
、
全
国
的

に
窮
民
が
増
加
す
る

と
い

っ
た
当
時

の
世
相
が
あ

っ
た
と
考

え
ら
れ
る
。
 
『
金
沢
日
本
基
督
教
会
五

十
年
史
』

(中
沢
正
七
編
、
同
教
会
発
行
、

昭
5

・
9
)
に
よ
れ

ば
、

明

治

二

十
三
年
に
は
金
沢

で
も
餓
死
寸
前

の
細
民

四
千
人
を
生
じ
た
た
め
、

六
月

か
ら

九
月
ま
で
同
教
会

は
浅
野
河
畔

に
お
い
て
施
米

し
た
と

い
う
。
窮

民
問
題

は
、

当
時
無
視

し
え
な

い
重
大
な
問
題
で
あ

り
、
そ
れ
が
深
刻
化
す

れ

ば

す

る

ほ

ど
、
そ
れ
だ
け
太

三
郎
は
注
目
さ
れ
、
名
声

を
博
す

こ
と
と
な

っ

た

の

で

あ

る
。

太
三
郎

へ
の
顕
彰
が
旺
ん
で
あ

っ
た
同
年
十

一
月
に
尾
崎
紅
葉
門
下
生
た

ら
ん
と
し
て
上
京
し
た
鏡
花

に
と

っ
て
、
小
野
太
三
郎

は
し
た
が

っ
て
窮
民
を

破
屋
に
収
容
し

て
自
ら
は
名
誉

と
人
望

を
獲
得
し
た
人
物

と
し

て
、
脳
裡

に
刻

み

つ
け
ら
れ
て

い
た
ろ
う

こ
と
は
想
像

に
難
く
な

い
。

 
以
後
、
鏡
花
は
新
進
作
家
と

し
て
認

め
ら
れ
た
明
治

二
十
八
年

六
月
か
ら
九

月
ま
で
金
沢
に
滞
在

し
て
い
る
が
、
そ

の
九
月
に
荘
司
生

「貧

天
地
主
小
野

太

三
郎
氏
」
が

「
北
国
新
聞
」

に
掲
載
さ
れ
た

の
で
あ
り
、
鏡
花
は

こ
れ
を
読
ん

で
小
野
太

三
郎

に
つ
い
て
の
記
憶
を
新
た

に
し
た
と
推
測
さ

れ

る
。

こ
う

し

て
、
明
治
三
十
年
六
月
、
東
京

に
於

い
て
鏡
花
は
、
天
涯
荘

々
生

の
記
事
で
小

野
太

三
郎

に
再
会
す

る
の
で
あ
る
。
そ

の
認
識

の
隔
た
り
が
、

や
が
て

『
湖

の

ほ
と
り
』
を
書

か
せ
、

さ
ら
に
最
大
長
編

の

『
風
流
線
』
執
筆

へ
と
鏡
花
を
導

い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

 
な

お

「
北
陸

の
慈
善
家
」

に
先
立

っ
て
発
表

さ
れ
た

「
金
沢
瞥
見

記
」

は
、

百
万
石

の
金
沢
に
は

「
別

に
称
す
べ
き
工
業

な
く
」
 
「
生
産

の
方

面
よ
り
見
れ

ば
」
十
万
石

の
富
山

に
劣
り
、
労
働
者

の
困
窮
も
甚
し

い
と
指
摘

し
、
鉄
道

工

夫

に
も
言
及
し
た
後

次
の
よ
う

に
結
末
を
記
し
て
い
る
。

 
 
 
百
万
石
喜

ぶ
ぺ
し
悪
む
べ
か
ら
ず

や
、
今
や
数
年
な
ら
ず

し
て
鉄
道

は

 
 
敷
設
せ
ら
れ
ん
、
金
沢
人
士
能
く
之

に
対
す

る
覚
悟
あ
り
や
、

記
し
て
百

 
 
万
石

の
読

者
に
質
す
。

 
鉄
道
開
通
間
近
に
も
か
か
わ
ら
ず

(
北
陸
線
が
金
沢

に
通
じ
た

の
は
、
十
ケ
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(9
)

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(10
)

月
後

の
こ
と
で
あ

る
)
、
没
落
士
族

を
抱

え
か
つ
て

の
百
万
石

の
栄
光
に

固

執

し
て
、
産
業
振
興
に
消
極
的
な
金
沢
人

士
の
因
循
な
閉
鎖
性

を
搏

つ
挑
発
的

な

意
味
合

い
を
帯
び
た

こ
の
結

び
は
、
談
話

「
自
然
と
民
謡

に
」
(
「
日
本
及
日
本

人
」
大
4

・
10
)

で
、
 
「
加
賀

の
人
間

は

(
中
略
)
頑
固
で
分
ら
ず
漢
で

(中

略
)
百
万
石
だ
ぞ
と
云

っ
た
偉

ら
が
り
が
」
(
『鏡
花
全
集
』
巻

二
八
)

面
白
く

な
い
と

い
う

「
加
賀

っ
ぽ
」
嫌

い
の
鏡
花

の
共
感

す
る
所

で
あ

っ
た
ろ
う
。

そ

れ
は
、
先
に
引

い
た
畠
山
の
言
葉
や

『
風
流
線
』

で
水
上
規
矩
夫
が
故
郷

に
対

し

て
反
感
を
抱
く
理
由
と
し
て
あ
げ
る

「
因
循
姑
息
」
以
下

の
言
辞

と
も
関

わ

り
を
持

つ
も

の
で
あ

る
。

 

こ
の
よ
う

に
み
て
く

る
と
、 

「
金
沢
瞥

見
記
」

に
お
け
る
鉄
道
敷
設

へ
の
挑

発

的
な
意
義
付

け
や
鏡
花

の
故
郷

の
人

々
へ
の
見
方
等

の
共
通
点

の
存
在
は
、

「
敷
設

せ
ら
れ
ん
」
と
す

る
鉄
道
に
対
す

る
金
沢
人
士

の

「
覚
悟
」
を
問
う
作

品
と
も

い
え
る

『
風
流
線
』

の
構
想
、
換
言
す
れ
ば
、
工
事
中

の
鉄
路
を

「
恐

る
ぺ
き
大
蛇
」

に
化
身
せ
し
め
て
、
 
「
一
度
鉄
道
が
渠
等

(
引
用
者
注
、
金
沢

人

士
)

の
眼
界

に
顕

る
玉
時
」
化
身

し
た
大
蛇
が

「
山
野

を
圧
し
て
、
巨
頭
其

の
頭
に
臨
む
ぺ
く
」
感
じ
さ
せ
て
、
故
郷

へ
の

「
不
平
を
洩

し
、
怨
恨
を
霧

し
、

仇

に
報

い
む
」

と
す
る
鏡
花

の
作
品
世
界

に
も
影
響
し
て
い
る
と
考
え
う

る
。

 

以
上

の
よ
う

に
、
偽
善
者
及
び
そ
の

一
派
と
、
そ
れ
に
対
立
す
る
に
故
郷
に

怨
恨
を
抱
く
指
導
者
を
仰
ぐ
鉄
道

工
夫

の
集
団
を
配
置
す

る
こ
の
作

品
の
基
本

的

な
構
図
の
源
泉

は
、
 
「
金
沢
瞥
見
記
」

か
ら

「
北
陸
の
慈
善
家
」

へ
と
続
く

横

山
源
之
助

の
連
載
記
事
か
ら
汲

ん
だ
も

の
と
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

 

右
に
述
べ
て
き

た
よ
う
に
、 
『
風
流
線
』

の
巨
山
五
太
夫

の
有
力
な

モ
デ

ル

で
あ
る
小
野
太

三
郎
及
び
そ

の
窮
民
収
容
施
設
は
、
鏡
花

の
生
ま
れ
育

っ
た
近

隣

に
あ

っ
て
、
幼
少
期

か
ら
目
に
し
て
き
た
も

の
で
あ

っ
た
。
そ

の
実
態

は
、

後
年
新
進
作
家
鏡
花

に
下
層
民
に
取
材
す
る
視
野

を
与
え
る
と
共
に
鹿
鳴
館

の

「
婦
人
慈
善
会
」
を
は
じ
め
と
し
て
全
国
的

に
盛
行
し
た
、
明
治

二
十
年
代

を

中

心
と
す

る
慈
善
運
動

に
欺
臓
…の
目
を
向

け
さ
せ
、
 
『貧
民
倶
楽
部

』
そ
の
他

の
初
期
文
学

の
重
要
な
作
品

に
結
実

す
る

一
因
と
な

っ
た
と
思

わ
れ
る
。

こ
れ

ら
の
作
品

の
集
大
成
で
あ
る

『
風
流
線
』

の
執
筆

に
は
、
横
山
源

之
助

の
小
野

太

三
郎
を
中
心
と
す
る
金
沢
で
の

ル
ポ

ル
タ
ー
ジ

ュ
が
大
き
く
関

わ

っ
て
い
る

こ
と
が
推
察
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、

こ
う

し
た
横
山
源
之
助
受
容

は
、
現
実
社

会

の
事
象
か
ら
出
発
し
て
豊
か
な
作
品
世
界

へ
と
展
開
す

る
鏡
花
文
学

の
生
成

に

つ
い
て
、
新

た
な
示
唆

を
与

え
て
い
る
と

い
う

こ
と
が

で
き

よ
う
。

注

(1
)
 
正

し
く
は
、
享
年

七
十
三
で
あ
る
。

 

(2
) 
松
村
友
視
氏

の
御
教
示

に
よ
る
。

 

(
3
) 

こ
う

し
た
状
態

は
そ
の
後
も
改
善
さ
れ
ず
、
石
川
県
が
施
設

の
風
紀
と
衛
生

 

 

 
の
向
上
を
は
か

っ
て
、
明
治
三
十
八
年

一
月
に
公
布

し
た

「救

育
所
取
締
規
則
」

 

 

 
に
抵
触

し
閉
鎖

を
余
儀

な
く
さ

れ
た
が
、
県
知
事
、
金
沢
市
長

ら
の
協
議

に
よ

 

 

 
り
日
露
戦
勝
記
念

行
事

と
し
て
、
救
養
場
を
卯
辰
山

に
移

し
、
財
団
法
人
小
野

 

 

慈
善
院
と
し
て
再
出
発

し
た

(
『金
沢
市
史
』
現
代
篇
下
巻

)
と

い
う
。

 

(
4
) 

平
野
外
善

平

『秘
史
 
手
取
川
』
(北
国
出
版
社

、
昭
45

・
11
)
参
照
。

 

(
5
) 

『風
雪

の
碑
-

慈
善

の
父
 
小
野
太

三
郎
』

(「北
国
新

聞
」

昭

41

・
6

・

 

 

25
付
)
参
照
。

 

(6
)

内
田
魯
庵

「新
聞

の
発
祥
地
」

(『内

田
魯
庵
随
筆
集
』
下
巻
、
昭

16

・
11
)

 

 

参
照
。

 

(7
) 

山
田
博
光
氏

「明
治

に
お
け
る
貧

民
ル
ポ

ル
タ
ー
ジ

ュ
の
系

譜
」

(「日
本
文

 

 

学
」
昭
38

・
1
)
及
び
東
郷
克
美
氏

「泉
鏡
花

・
差
別
と
禁

忌

の
空
間
」

(同
、

 

 

昭
59

・
1
)
参
照
。

 

(8
)
 
立
花
雄

一
氏

『明
治
下
層
記
録
文
学

』
(創
樹
社

、
昭

56

・
4
)

参
照
。

 

(9
) 

笠
原
伸
夫
氏

「
『風
流
線
』

の
行
動
原
理
」

(「文
学

」
昭

59

・
11
)
参
照
。

 

(10
)

横
山
源
之
助

は
同
記
事

に
お

い
て

「
小
野
救
養
揚

に
て
は
士
族

は
十
人

に
七

 

 

人
強

の
割
合

」
と
述

べ
、 

「今

日
士
族
が
如
何
な
る
運
命

に
あ
り

や
」
は

こ
の

 

 

実
状
か
ら
想
像

で
き

る
と
言
う
。

付

記

引
用
文
中

の
旧
字

は
新
字

に
改

め
た
。
又
、
ル
ビ
は

一
部
を
除

い

て
省

略

し

 

 
た
。
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